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金
滞
古
賦
志
巻
廿
一

井
出
渡
繍
、
松
平
阿
波
守
に
仕
へ
、
三
百
石
脇
は
る
。
俗
名
井
出
六

左
衛
門
、
唯
今
浪
人
に
而
罷
在
。
と
み
づ
か
ら
記
載
せ
り
。
燕
基
風

雅
に
云
ふ
。
井
出
松
翠
脆
年
作
品
正
水
吋
一
競
品
臥
渓
↓
一
渡
嫡
子
也
。
製
品
番

問
内
鍛
舟
一
而
有
司
出
藍
名
吋
松
雲
公
欲
a
賜
v
俸
擢
充
=
寄
記
↓
松
翠
僻

目
。
野
人
鱗
舟
門
人
也
。
足
E

潤
筆
以
養
二
身
吋
若
有
T

可
v
賜
=
野
人
一
之

思
h

願
加
=
賜
緒
鍛
舟
吋
・
党
不
v
受
。
公
歎
日
必
世
道
日
衰
“
風
俗
移
a
鎗

境
而
如
昌
松
要
不
E

但
得
用
品
審
議
吋
不
ν

失
事
v
師
之
義
吋
邸
恩
=
二
百
石

於
鍛
舟
吋
別
賜
昌
二
十
口
於
松
翠
-
云
ゅ
後
松
翠
出
=
加
府
ニ
阪
=
棲
京
南
↓

公
賜
a
隠
棲
糧
十
口
吋
可
v
絹
=
革
緒
之
仙
-
也
。
と
あ
り
。
叉
草
番
淵
海

の
序
に
一
宮
ふ
。
井
出
臥
渓
氏
刻
昌
心
子
問
題
林
-
有
=
年
厨
故
書
名
mw々

起
云
々
。
夫
井
出
氏
少
而
負
『
桑
慈
吋
西
淀
=
江
海
-
遊
=
京
師
吋
東
隣
品
名

山
-
留
=
滞
江
府
吋
北
往
=
来
加
越
間
-
云
々
。
と
あ
り

τ‘
此
の
年
の
頃

よ
り
吾
が
奮
審
に
奉
仕
し
て
、
金
揮
に
は
殊
に
幾
星
霜
を
経
寓
居
す

と
い
へ
り
。
一
冗
総
元
年
の
士
授
に
も
、
二
拾
人
扶
持
井
出
松
翠
と
載
せ

た
り
。
元
総
元
年
は
四
十
五
歳
た
り
。
正
水
と
改
稿
せ
し
は
、
此
の

以
後
た
り
し
と
聞
ゆ
。
今
法
般
寺
に
侮
来
せ
る
元
秘
十
三
年
元
旦
試

筆
の
一
行
は
、
五
十
七
歳
の
鍛
跡
に
て
、
印
中
E
水
と
あ
り
。
此
の

後
も
備
金
滞
に
寓
居
せ
し
が
、
京
都
へ
隠
棲
せ
し
年
暦
等
は
、
い
ま

萄
停
に
云
ふ
。
昔
此
の
地
溢
河
原
の
荒
地
た
り
し
頃
は
、
今
の
法
結

寺
町
の
庚
見
は
.
=
一
味
仏
縦
所
宅
、
今
い
ふ
古
藤
内
町
は
、
藤

内
共
の
居
住
地
な
り
。
然
る
に
此
の
地
溢
町
地
と
成
り
た
る
頃
、
藤

内
共
を
移
縛
せ
し
め
、
跡
地
を
ぽ
町
地
と
な
し
た
り
。
故
に
今
に
至

り
古
藤
内
町
と
呼
ぺ
り
。
按
守
る
に
、
藤
内
は
、
元
職
六
年
五
月
異

種
徒
取
調
書
に
、
先
組
よ
り
藤
内
と
云
ふ
。
但
し
名
之
子
細
は
、
停

承
不
v
致
由
。
と
あ
り
。
訟
も
ふ
に
、
藤
内
の
mm挽
は
、
共
の
種
徒
阻

先
の
名
た
ら
ん
か
。
能
登
園
櫛
比
惣
持
寺
所
磁
貞
治
六
年
の
寄
進
般

に
、
一
所
と
う
訟
い
次
郎
が
み
や
う
、
一
所
と
う
友
い
四
郎
が
み
ゃ

う
と
見
b
、
文
明
二
年
十
月
の
古
文
書
K
.
四
十
三
束
苅
藤
内
や
し

き
と
あ
り
。
叉
同
図
穴
水
来
迎
寺
所
誠
永
正
九
年
四
月
の
寄
進
放

に
、
藤
内
屋
敷
之
事
一
試
々
と
あ
り
。
右
藤
内
屋
敷
は
.
藤
内
共
が
居

住
地
を
い
へ
る
た
る
べ
し
。
藤
内
某
と
呼
べ
る
者
は
、
今
い
ふ
藤
内

の
種
徒
・
な
る
か
。
倫
共
の

E
細
は
下
文
仁
磁
河
原
の
僚
に
織
す
。

O
鵠

宥
宮

此
の
石
は
、
法
鰍
寺
町
の
庚
見
よ
り
長
町
五
番
丁
へ
出
づ
る
往
来
脇

に
あ
り
て
、
従
前
は
武
士
地
の
土
塀
際
に
あ
り
し
か
ど
、
今
は
此
の

地
漣
悉
く
町
地
と
成
り
し
故
、
商
家
の
底
先
た
る
溝
側
に
存
在
せ

金
滞
古
蹟
志
巻
サ
一

O 

だ
鮮
か
な
ら
宇
。
書
簡
一
覧
に
、
正
水
井
出
氏
加
州
人
と
あ
る
ま
で

に
て
、

E
細
の
停
を
記
載
せ
宇
。

。
寺
中
南
院

法
結
寺
天
明
六
年
由
来
書
に
、
寺
中
下
寺
繭
蒋
院
・
正
樹
院
、
境
内

に
居
住
。
と
載
せ
た
り
。
此
の
雨
院
皐
く
慶
止
せ
し
か
、
三
筒
屋
版

の
六
用
集
に
は
記
載
せ
宇
。
今
は
共
の
遣
社
も
な
し
。

。
鍔
屋
清
兵
衛
醤
邸

亀
尾
記
に
云
ふ
。
法
舶
寺
町
漣
、
昔
は
河
原
の
荒
地
に
て
、
犀
川
橋

よ
り
宮
腰
へ
の
街
道
た
り
。
故
に
制
札
場
も
、
此
町
裏
馬
場
際
に
建

て
た
り
。
と
い
へ
り
。
ま
た
今
法
般
寺
町
鍔
屋
茂
作
と
い
ふ
も
の
L
先

組
鍔
屋
清
兵
衛
は
、
法
般
寺
の
檀
家
に
て
、
金
森
宗
和
の
子
孫
た
り
。

昔
法
般
寺
此
地
へ
移
時
し
遁
替
の
頃
、
此
地
漣
初
め
て
町
地
と
成
る

に
よ
り
、
清
兵
衛
最
初
に
家
建
注
し
た
り
。
故
に
嘗
町
草
創
の
者
な
り

と
い
ひ
停
へ
た
り
。
そ
れ
よ
り
教
代
連
綿
し
て
、
世
々
茶
商
貨
を
な

し
‘
質
に
法
船
寺
町
民
て
の
宮
家
た
り
し
か
ど
、
明
治
九
年
に
従
来

の
邸
宅
を
ぽ
質
却
し
、
遂
に
此
の
地
を
退
去
す
。
共
の
奮
邸
は
、
法

般
寺
町
民
見
奮
馬
場
へ
の
入
口
怠
る
か
ど
家
、
是
也
と
一
式
ふ
。

。
古
藤
内
町

り
。
此
の
石
高
く
も
非
宇
。
往
来
の
地
面
に
ひ
と
し
き
程
に
て
、
共

の
綴
る
L
底
は
.
さ
の
み
大
石
と
も
見
ね
ざ
れ
ど
も
、
大
地
よ
り
出

で
た
る
に
や
。
奮
停
に
云
ふ
。
此
の
石
は
金
器
市
中
の
名
石
に
て
、
金

輪
際
よ
り
出
で
た
る
大
石
の
緩
か
に
綴
れ
た
る
も
の
也
。
む
か
し
此

の
石
を
ぽ
深
〈
掘
り
穿
ち
見
る
と
い
へ
ど
も
・
共
の
根
元
知
れ
4
1
0

殊
に
土
中
に
至
る
程
、
甚
だ
大
な
る
焼
石
た
り
し
と
い
ひ
僻
へ
た

り
。
故
に
古
来
能
宮
石
と
呼
ぴ
来
れ
り
と
い
へ
り
。
按
占
1

る
に
、
此

の
飽
宮
石
は
‘
石
川
郡
笠
間
郷
石
立
村
の
能
宮
石
と
肉
類
の
焼
石
怠

る
ぺ
し
。
彼
の
巌
石
は
、
三
州
奇
談
に
、
或
人
目
く
、
是
龍
宮
よ
り

生
立
ち
た
り
と
云
ひ
停
へ
た
り
。
小
松
黄
門
公
の
時
、
人
夫
を
し

τ

共
根
源
を
掘
ら
し
め
ら
れ
し
に
、
共
根
数
丈
を
掘
穿
つ
と
い
へ
ど

も
、
共
底
を
窮
め
宇
o
と
い
へ
り
。
可
観
小
説
に
も
、
貿
州
中
嶋
の

近
所
に
立
石
の
官
と
て
紳
枇
あ
り
。
共
枇
笹
に
立
石
五
つ
あ
り
。
或

年
微
妙
公
の
御
意
に
て
、
近
越
の
百
姓
を
以
て
掘
ら
ぜ
ら
れ
し
属
、

二
丈
許
ま
で
掘
り
た
り
と
い
へ
ど
も
、
石
の
根
知
れ
難
し
。
共
段
聞

召
さ
れ
、
最
早
掘
る
に
不
v
及
、
以
来
も
不
ν
掘
や
う
に
と
欝
仰
出
-
と
、

宮
崎
氏
の
話
也
。
と
あ
り
o
加
賀
古
跡
考
に
も
、
共
の
由
を
記
蛾
し
、

星
人
は
石
の
木
，
宮
と
呼
ぺ
り
と
あ
り
て
、
む
か
し
は
右
巌
石
を
ば

U 




